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法
文
化
と
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立

東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
学
者
が
関
心
を
持
つ

野
心
的
作
業
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
、
目
、
韓
三
ヶ
国
の
法
学
者
が
こ
の

テ
l
マ
に
関
す
る
研
究
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
実

現
へ
の
テ
ン
ポ
を
さ
ら
に
速
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

東
ア
ジ
ア
各
国
の
社
会
体
制
は
一
様
で
は
な
い
。
欧
米
の
影
響
を
受
け
て
、

も
と
も
と
共
通
し
て
存
在
し
た
伝
統
的
な
法
文
化
|
|
儒
教
法
文
化
の

伝
統
は
、
す
で
に
衰
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
洋
中
心
主
義

が
ア
ジ
ア
に
長
く
蔓
延
し
た
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
は
一
朝
一

羽
M
H
H
n
π
i

並
宙
一
言
問

鈴促

木

正

賢茂

タ
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
時
聞
が
か
か
る
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
法
哲
学
界
の

主
要
な
任
務
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
に

関
連
す
る
マ
ク
ロ
的
理
論
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
東
ア

ジ
ア
法
系
確
立
の
た
め
の
確
固
と
し
た
理
論
的
基
礎
を
打
ち
立
て
る
こ
と

で
あ
る
。
法
文
化
に
つ
い
て
の
一
般
理
論
や
そ
れ
と
東
ア
ジ
ア
法
系
と
の

関
係
を
探
究
す
る
こ
と
が
、
当
面
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、

法
文
化
の
概
念
、
法
文
化
の
衝
突
、
法
文
化
の
融
合
、
法
文
化
の
革
新
、
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そ
し
て
こ
れ
ら
と
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
と
の
関
係
を
簡
単
に
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。
不
適
切
な
点
に
つ
い
て
は
、
各
位
の
ご
教
一
不
を
仰
ぎ
た
い
。

東アジア文化と近代法 (15)

何
勤
華
氏
の
「
日
本
法
律
文
化
研
究
的
歴
史
輿
現
状
』
が
紹
介
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
法
文
化
(
ま
た
は
法
律
文
化
)
に
対
す
る
日
本
の
研
究

者
の
考
え
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
説
が
あ
る
と
い
う
。
一
は
、
法

文
化
と
は
法
意
識
で
あ
る
と
い
う
説
。
こ
れ
は
、
著
名
な
法
社
会
学
者
で

あ
る
川
島
武
宜
や
比
較
法
学
者
の
大
木
雅
夫
が
主
張
す
る
説
で
あ
る
。
二

は
、
法
文
化
と
は
法
の
誕
生
、
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
伝
統
的
、
歴
史
的
、

文
化
的
背
景
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
。
こ
れ
は
、
法
学
者
の
田

中
茂
樹
、
石
井
紫
郎
、
鈴
木
敬
夫
ら
が
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
二
一
は
、
法

文
化
と
は
、
人
々
の
法
に
対
す
る
態
度
、
価
値
判
断
、
意
見
と
い
っ
た
も

の
す
べ
て
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
思
想
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
特
徴
と
す
る

文
化
要
素
で
あ
る
と
い
う
。
法
哲
学
者
の
矢
崎
光
閏
の
説
で
あ
る
。
四
は
、

法
文
化
と
い
う
概
念
は
、
「
法
の
象
徴
的
機
能
」
と
の
関
係
に
お
い
て
提

(
I
)
 

一
不
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
以
上
の
四
説
は
そ
れ
ぞ

れ
、
法
意
識
を
法
文
化
の
核
心
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
り
、
法
制
度
の
違

い
を
各
々
の
文
化
背
景
の
違
い
に
求
め
た
り
、
法
文
化
研
究
に
お
い
て
各

学
問
分
野
が
果
た
す
役
割
を
強
調
し
て
い
た
り
、
法
文
化
研
究
の
方
向
と

範
閤
を
示
し
て
い
た
り
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
独
創
性
は
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
こ
れ
ら
四
説
の
視
野
は
決
し
て
広
い
と
は
三
守
え
な
い
。
例
え
ば
、

す
べ
て
の
説
に
お
い
て
、
法
制
度
そ
の
も
の
は
法
文
化
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
・
ダ

l
ト
マ
ス
大
学
教
授
の
ヘ
ル
マ
ン
は
「
比
較
法
文
化
』

と
い
う
本
の
「
法
文
化
の
概
念
」
と
い
う
一
節
の
中
で
、
法
文
化
の
定
義

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
節
の
初
め
に
、
ヘ
ル
マ
ン
は
「
法

丈
化
概
念
を
比
較
研
究
の
焦
点
と
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
法
文
化
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
通
読
し

た
と
こ
ろ
、
ヘ
ル
マ
ン
は
「
文
化
」
と
い
う
言
葉
が
様
々
な
意
味
を
含
ん

で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
文
化
は
人
類
の
統
合
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、
か
つ
人
類
統
合
の
た
め
の
条
件
と
も
な
っ
て
い
る
、
お
よ
そ
す
べ
て

の
文
化
と
い
う
も
の
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
漸
進
的

に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
、
法
規
則
と
い
う
も
の
は
形
成
さ
れ
た
後
も
、

そ
の
他
の
文
化
要
素
か
ら
新
成
分
を
吸
収
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
、
法
文

化
を
決
定
す
る
要
因
と
い
う
の
は
、
多
元
的
な
も
の
で
あ
る
、
法
文
化
と

政
治
文
化
の
概
念
に
は
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
指
摘
を
す
る
。

こ
の
他
、
メ
リ
l
マ
ン
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
法
伝
統
」
と
へ
ル
マ
ン
の
「
法

文
化
」
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
、
メ
リ

l
マ
ン
の
「
法
伝
統
」
に
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料

関
す
る
言
説
を
引
用
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
他
人
が
主
張
す
る
「
法
文

化
」
の
定
義
を
検
討
す
る
で
も
な
く
、
自
分
の
定
義
を
示
す
わ
け
で
も
な

(
2
)
 

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
典
型
的
な
や
り
方

と
も
言
う
べ
き
で
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
説
明
が
な
け
れ
ば
、
ま
だ
理

解
は
で
き
る
が
、
説
明
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
類
の
し
ろ
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
初
め
に
「
そ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
自
ら
言
う
の
だ
か
ら
、
文
中
で
そ

れ
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
す
ら
で
き
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
信

頼
の
お
け
る
理
論
的
思
考
、
ま
じ
め
な
「
比
較
法
文
化
」
研
究
と
は
言
い

難
い
。
高
名
な
学
者
だ
か
ら
と
言
、
つ
だ
け
で
、
あ
り
が
た
が
る
必
要
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。

資

ソ
連
法
学
界
も
法
文
化
に
対
す
る
研
究
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。
法

学
者
の

N
・
C
・
ヤ
リ
ス
ニ
夕
、

E
・
A
・
ル
カ
ツ
オ

l
ワ、

0
・
A
・

ク
ラ
サ
フ
チ
コ
フ
、

N
・
φ

・
リ
ア
ブ
夕
、

A
・
N
・
ス
フ
レ
フ
、

C
・

C
-
ア
レ
ク
セ

l
エ
フ
ら
は
、
そ
の
著
作
、
論
考
の
中
で
各
自
の
観
点
や

述
べ
て
い
る
。

C
・
C
-
ア
レ
ク
セ

l
エ
フ
は
、
法
文
化
の
基
本
要
素
〉

し
て
次
の
四
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
川
社
会
に
お
け
る
法
意
識
の
状
況
、

つ
ま
り
法
に
対
す
る
理
解
の
程
度
、
厳
格
な
法
遵
守
に
対
す
る
要
請
の
程

度
、
法
や
法
制
に
対
す
る
感
覚
の
成
熟
度
。
凶
法
体
制
。

ω立
法
状
況
。

立
法
の
内
容
と
形
式
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
同
法
を
運
用
す
る
法
機
一

(
3
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関
の
実
務
状
況
。
こ
こ
に
お
い
て
、

C
・
C
-
ア
レ
ク
セ

I
エ
フ
は
、
「
法

文
化
」
概
念
の
外
延
に
網
羅
的
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
概
念
の
定
義
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(
4
)
 

中
国
吉
林
大
学
法
学
院
の
鄭
成
良
氏
は
、
「
論
法
文
化
的
要
素
輿
結
構
」

と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る

「
法
文
化
」
と
は
「
社
会
集
団
の
中
に
普
遍
的
に
存
在
す
る
あ
る
種
の
生

活
方
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
直
接
に
法
秩
序
の
一
部
分
を
構
成
し
て
お
り
、

ま
た
法
秩
序
の
性
質
や
状
態
と
関
係
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
実
際
の

行
為
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
人
々
が
持
つ
あ
る
種
の
希
望
と
し

て
表
明
さ
れ
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
法
文
化
を

法
の
認
知
、
法
の
印
象
、
法
の
評
価
の
三
要
素
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
他

に
も
、
食
栄
根
、
武
樹
臣
、
銭
元
凱
、
何
勤
華
と
い
っ
た
諸
氏
が
現
在
研

究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
何
氏
か
に
は
法
文
化
に
関
す
る
専
著
も
あ

る。

北法54(6・274)2286

上
述
し
た
研
究
者
の
代
表
的
な
意
見
か
ら
得
た
考
え
に
基
づ
い
て
、
私

は
法
律
文
化
(
法
文
化
、
法
文
化
現
象
)
を
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
定

義
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
法
意
識
を
核
と
す
る
法
制
度
、
法
秩
序
、
法
律

行
為
、
法
に
ま
つ
わ
る
ハ

l
ド
面
(
法
廷
、
監
獄
、
刑
具
な
ど
)
な
ど
と

い
っ
た
法
そ
の
も
の
が
保
有
し
、
ま
た
具
え
る
べ
き
文
化
現
象
。

法
文
化
の
研
究
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
主
要
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な
も
の
で
も
歴
史
学
的
研
究
、
比
較
研
究
、
心
理
学
的
研
究
、
人
類
学
的

研
究
、
社
会
学
的
研
究
、
経
済
学
的
研
究
、
政
治
学
的
研
究
、
方
法
論
的

研
究
、
法
理
学
的
研
究
、
法
哲
学
的
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
の
見

る
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
法
文
化
研
究
は
、
歴
史
学
的
、
社
会
学
的
研
究

の
二
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
海
外
で
は
人
類
学

的
、
社
会
学
的
研
究
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
め
ぼ

(5) 

し
い
成
果
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
唐
詩
の
一
節
に
あ
る
「
五
月
火

雲
屯
気
焼
天
地
紅
」
の
よ
う
に
熱
を
帯
び
る
法
文
化
研
究
だ
が
、
う
ま

く
組
織
的
に
分
業
し
て
行
な
え
ば
、
研
究
の
進
展
に
良
い
結
果
を
も
た
ら

す
か
も
し
れ
な
い
。
中
、
目
、
韓
一
二
ヶ
国
の
研
究
者
が
東
ア
ジ
ア
法
系
の

確
立
に
努
力
し
、
東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
基
礎
と
い
っ
た
問
題
を
議
論
す
る

際
に
は
、
ま
ず
法
文
化
の
一
般
理
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
妥
当
だ

ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、
法
文
化
の
衝
突
、
法
文
化
の
融
合
、
法
文
化
の
革

新
は
と
り
わ
け
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

貨
幣
経
済
出
現
以
前
、
人
類
社
会
の
発
展
の
歴
史
に
お
い
て
、
法
文
化

の
衝
突
は
特
に
際
立
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
類
が
資
本
主
義
体
制

の
段
階
に
ま
で
達
す
る
と
、
交
通
、
通
信
の
発
達
に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と

の
割
拠
と
い
う
状
況
は
打
ち
破
ら
れ
、
「
鎖
国
」
は
非
現
実
的
な
夢
物
語

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
帝
国
主
義
時
代
以
降
、
国
際
情
勢
は
激
動
の
時
代
を

迎
え
、
弱
肉
強
食
、
強
権
発
動
が
公
理
と
な
り
、
封
建
時
代
か
ら
の
何
物

も
帝
国
主
義
の
砲
艦
の
前
に
な
す
術
も
な
く
、
地
球
は
あ
っ
と
い
う
間
に

「
小
さ
な
村
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
帝
国
主
義
と
い
う
怪
物
が
出

現
し
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
世
界
中
の

様
々
な
事
情
が
周
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の

(6) 

と
な
っ
た
」
0

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
異
な
る
法
文
化
問
の
衝
突
が
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
文
化
衝
突
の
典
型
は
、
鎖
国
政
策
を
放
棄
し
た
ば
か
り
の
国
に
最
も

よ
く
見
ら
れ
る
。
近
代
日
本
と
近
代
中
国
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
鎖
国
政
策
は
、
日
本
人
自
ら
が
終
止
符
を
打
っ
た
。
「
明
治
維

新
L

後
、
日
本
政
府
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
洋
諸
国
の
法
を
手

本
に
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で
に
民
法
、
商
法
、
刑
法
、
民

事
訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
裁
判
所
構
成
法
な
ど
「
六
法
」
を
制
定
し
、

一
八
八
九
年
に
は
『
明
治
憲
法
』
を
発
布
施
行
し
た
。
「
西
洋
化
」
を
原

則
と
し
た
立
法
は
、
そ
の
陣
容
を
ほ
ぼ
整
え
、
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
制

の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
法
学
者
川
島
武
宜
が
『
日
本
人

の
法
音

北i去54(6・275)2287



半、ト

法
近
代
化
の
流
れ
に
追
い
つ
い
た
と
言
、
つ
に
は
程
遠
く
、
依
然
と
し
て
、

「
前
近
代
」
の
法
意
識
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
法
の
絶
対
的
権
威
な
ど
は
ど
こ

を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
法
意
識
台

西
洋
人
の
「
法
律
主
義
」
観
念
の
問
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
川
島
は
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
近
代
日
本
で

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
制
の
迅
速
な
確
立
は
、
自
ら
の
社
会
的
、
経
済
的
、
文

化
的
要
因
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
打
、

当
時
の
日
本
の
社
会
文
明
は
、
近
代
法
制
を
確
立
す
る
ま
で
に
は
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
法
制
の
刷
新
は
、
主
に
酌
一

治
的
理
由
か
ら
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
列
強
の
「
治
外
法
権
」

を
撤
廃
し
、
国
家
の
政
治
的
独
立
を
め
ざ
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
の
ア

あ
る
。
次
に
、
法
制
度
と
い
う
の
は
、
様
々
あ
る
社
会
事
象
の
中
で
も
、

比
較
的
表
層
的
な
も
の
で
あ
り
、
学
習
、
模
倣
、
移
植
が
容
易
に
可
能
ゃ

あ
る
。
法
意
識
と
い
う
の
は
、
内
心
の
深
層
に
あ
る
信
念
で
あ
り
、
そ
の

社
会
の
歴
史
や
伝
統
と
い
っ
た
文
化
に
縛
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

慣
性
性
は
法
意
識
の
形
成
、
発
展
、
変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ

L

て
、
日
本
は
中
国
の
伝
統
文
化
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
た
国
で
あ
り
、

中
国
の
儒
教
思
想
、
儒
家
の
「
徳
治
主
義
」
、
「
人
治
主
義
」
、
「
礼
治
主
義
』
一

の
深
い
影
響
が
、
日
本
人
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
及
ん
で
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
う
し
た
影
響
か
ら
抜
け
出
し
、
近
代
的
な
法
意
識
を
確
立
す

ff 

る
に
は
、
大
変
な
困
難
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
国
の
鎖
国
政
策
は
、
西
洋
の
侵
略
者
ら
の
砲
艦
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
当
局
は
、
日
本
政
府
の
よ
う
に
「
泰
西
」

の
法
制
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
く
つ
か
の
租
界
に

お
い
て
、
「
泰
西
」
法
の
微
光
が
差
し
た
ほ
か
は
、
一
八
四
O
年
か
ら
一

九
一
一
年
ま
で
、
中
国
全
土
に
お
い
て
運
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
封
建
主

義
的
な
法
制
度
で
あ
っ
た
。
辛
亥
革
命
後
、
北
洋
軍
閥
期
、
さ
ら
に
は
国

民
党
統
治
期
に
あ
っ
て
さ
え
、
外
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
制
を
ま
ね
た
法
を

制
定
し
て
は
い
た
も
の
の
、
支
配
者
ら
が
公
然
か
つ
強
調
し
て
掲
げ
た
の

は
、
「
礼
儀
廉
恥
」
と
徳
、
礼
、
人
治
で
あ
っ
た
。
新
中
国
成
立
後
で
あ
っ

て
も
、
こ
う
し
た
封
建
主
義
の
影
響
は
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
て
、
未
だ

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

(7) 

華
東
政
法
学
院
の
潜
大
松
は
「
中
国
近
代
以
来
法
文
化
発
展
考
察
』
と

い
う
本
の
中
で
、
新
中
国
成
立
後
の
法
文
化
の
衝
突
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
の
中
国
革
命
の
成
功
、
社
会
の
性
質
の

変
化
は
、
社
会
全
体
、
各
民
族
の
文
化
心
理
構
造
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
り
、

何
千
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
残
っ
て
き
た
古
い
し
き
た
り
ゃ
な
ら
わ
し

の
中
に
は
廃
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
解
放
後
の
幾
多
の
政
治
運

動
は
、
総
じ
て
資
本
主
義
批
判
を
重
視
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
は
封
建
主

義
批
判
が
見
落
と
さ
れ
、
民
主
と
法
制
の
建
設
が
見
落
と
さ
れ
て
い
た
。

北法54(6・276)2288



平
等
主
義
、
待
遇
均
等
主
義
(
大
鍋
飯
)
、
個
性
の
否
定
、
何
事
も
ツ
ル

の
一
声
(
一
言
堂
)
、
特
権
、
法
治
軽
視
・
人
治
重
視
と
い
っ
た
悪
弊
は
、

形
を
変
え
て
、
意
識
的
な
い
し
無
意
識
の
う
ち
に
、
社
会
全
体
に
蔓
延
し

て
い
き
、
人
々
の
生
活
と
音

草
」
の
惨
禍
は
、
事
実
上
、
封
建
主
義
の
全
面
的
な
復
活
で
あ
り
、
封
建

的
伝
統
文
化
の
存
在
は
、
中
国
の
社
会
主
義
法
制
建
設
に
お
け
る
最
大
の

障
害
を
な
し
て
お
り
、
議
大
松
は
こ
れ
を
「
法
と
文
化
の
ボ
タ
ン
の
か
け

ち
が
い
」
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

中
日
両
国
に
お
い
て
、
法
文
化
の
衝
突
は
異
な
る
形
で
発
生
、
進
行
し
、

そ
し
て
現
在
の
異
な
る
法
文
化
を
形
成
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
が

法
文
化
の
衝
突
に
つ
い
て
法
哲
学
的
分
析
を
行
な
う
上
で
、
多
く
の
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。

東アジア文化と近代法(15)

一
つ
目
の
示
唆
は
、
法
文
化
の
衝
突
の
発
生
に
お
け
る
政
治
変
革
の
先

導
性
で
あ
る
。
中
日
両
国
で
発
生
し
た
変
化
は
と
も
に
外
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
進
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
文
化
と
自
国
の
後
進
的
な

法
文
化
と
の
衝
突
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
衝
突
は
す
べ
て
政
治
変
革
が
先

導
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
な
圏
内
勢
力
に
よ
る

政
治
変
革
で
も
、
中
国
の
よ
う
な
外
国
勢
力
侵
入
に
よ
っ
て
迫
ら
れ
た
政

治
変
革
で
あ
っ
て
も
、
「
政
治
変
革
」
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
同
じ

よ
う
に
そ
の
先
導
的
作
用
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

法
文
化
の
衝
突
発
生
に
お
け
る
政
治
変
革
の
先
導
性
は
、
普
遍
的
な
法

則
で
あ
る
。
古
今
東
西
で
発
生
し
た
大
き
な
法
文
化
の
衝
突
は
、
み
な
政

治
変
革
の
先
導
性
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

「
法
文
化
の
衝
突
発
生
に
お
け
る
政
治
変
革
の
先
導
性
」
と
い
う
命
題

と
あ
わ
せ
て
、
論
理
的
に
も
う
ひ
と
つ
の
命
題
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
法
文
化
の
重
大
な
衝
突
を
直
接

も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
大
な
法
文
化
の
衝
突

が
発
生
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
相
前
後
す
る
時
期
に
法
文
化
に
重

大
な
変
化
が
生
じ
た
な
ら
、
そ
こ
で
は
必
ず
同
時
に
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
も
重
大
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
経
済
シ
ス

テ
ム
の
重
大
な
変
化
が
ま
さ
に
法
文
化
の
重
大
か
つ
穏
や
か
な
変
化
を
促

す
の
で
あ
る
。
経
済
シ
ス
テ
ム
の
激
変
と
い
う
の
は
、
自
然
に
発
生
す
る

も
の
で
は
な
い
。
経
済
シ
ス
テ
ム
の
激
変
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
政

治
変
革
の
先
導
が
あ
っ
て
起
こ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
も
し
、
表
面
的
な
現
象
か
ら
は
経
済
シ
ス
テ
ム
の
激
変
が
先
行
し
、

法
文
化
の
衝
突
が
後
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ

(
8
)
 

れ
も
政
治
変
革
の
先
導
性
の
お
か
げ
に
よ
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

二
つ
自
の
示
唆
は
、
法
文
化
の
衝
突
に
お
け
る
法
意
識
の
遅
滞
性
で
あ

る
。
中
国
は
も
と
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
法
文
化
の
衝
突
が
生
じ
た

際
、
法
意
識
の
変
化
は
法
丈
化
の
そ
の
他
の
部
分
の
変
化
よ
り
遅
れ
て
起
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料

こ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
川
島
武
宜
と
滋
大
松
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
法
意
識
の
遅
滞
性
は
現
在
で
も
中
日
両
国
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
法
文
化
の
衝
突
が
あ
っ
た
他
国
の
例
を
見
て
も
、
同
じ
こ
と

が
一
言
守
え
る
。
ま
た
、
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
情
況
は
む

し
ろ
東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
確
立
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
形
成
に
と
っ
て
有
利

に
働
く
と
言
え
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
常
々
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
統
的

法
文
化
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
日
の
東
ア
ジ

ア
各
国
の
法
制
が
ひ
と
つ
の
方
向
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
重
要

な
要
因
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
前
提
と
な
る
条
件
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

「
法
文
化
の
衝
突
に
お
け
る
法
意
識
の
遅
滞
性
」
と
い
う
命
題
と
相
対

立
す
る
の
が
、
法
文
化
に
革
命
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
社
会
革
命
お
よ
び

法
文
化
の
革
命
的
変
化
は
、
法
意
識
の
先
導
性
を
そ
の
特
徴
と
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
も
典
型
的
な
例
は
、
封
建
社
会
か
ら
資
本
主
義
社

会
へ
と
移
行
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
見
ら
れ
た
法
文
化
の
革
命
的
変
化

で
あ
る
o

グ
ロ
チ
ウ
ス
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ホ
ッ
プ
ス
、
ロ
ッ
ク
、
ボ
ル
テ
ー

ル
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ

l
、
デ
イ
ド
口
、
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
カ
ン
ト
、
フ
イ
ヒ
テ
、
ヘ

l
ゲ
ル
な
ど
が
、
き
ら
星

の
如
く
時
代
を
彩
っ
た
。
彼
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
観
は
、
社
会
、
大
衆
に

絶
大
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
、
広
い
支
持
を
獲
得
し
た
o

ま
た
、
そ
れ
が

大
き
な
法
思
想
の
流
れ
を
生
み
、
社
会
の
法
意
識
を
変
化
さ
せ
、
社
会
革

資

命
の
発
生
を
強
く
後
押
し
、
そ
し
て
法
文
化
全
体
の
革
命
的
変
化
を
引
き

起
こ
し
た
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
、
中
、
目
、
韓
の
法
学
界
は
法
文
化
変

革
に
お
け
る
自
ら
の
立
場
、
担
っ
て
い
る
職
責
と
そ
の
重
み
を
認
識
す
べ
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き
で
あ
る
。

コ
一
つ
目
の
示
唆
は
、
法
文
化
の
衝
突
に
お
け
る
文
化
背
景
性
の
強
さ
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
文
化
的
背
景
や
文
化
的
土
壊
が
法
文
化
の
衝
突
に
与
え

る
影
響
の
大
き
さ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
近
代
中
国
の
文
化
的
背
景
、

文
化
的
土
壌
は
す
べ
て
封
建
性
を
帯
び
て
い
る
。
こ
う
し
た
封
建
的
な
文

化
土
壌
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
文
化
の
種
を
ま
い
て
も
、
そ
れ
は
ご
く
少
数
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
維
新
派
や
革
命
派
を
代
表
す
る
人
物
に
ち
ら
ほ
ら
と
根
づ
く

に
す
ぎ
な
い
。
い
く
つ
か
が
蔓
を
伸
ば
し
始
め
て
も
、
花
を
咲
か
せ
な
い

う
ち
に
風
に
吹
か
れ
雨
に
打
た
れ
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
枯
れ
て
し
ま
う
。

「
落
紅
は
無
情
物
に
あ
ら
ず
、
春
泥
と
な
っ
て
更
に
花
を
護
る
」
(
襲
白

珍
)
。
語
嗣
同
の
血
、
秋
瑳
の
血
、
彼
ら
が
払
っ
た
犠
牲
は
封
建
社
会
の

中
に
飲
み
込
ま
れ
、
消
え
て
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
封
建
文
化
の

土
壌
は
、
そ
の
上
に
育
っ
て
い
た
先
進
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
法
意
識

を
深
く
蝕
み
、
そ
、
う
つ
し
た
法
音

広
げ
る
こ
と
を
阻
み
、
法
文
化
の
正
常
な
進
化
、
革
命
的
な
変
化
を
も
た

ら
す
こ
と
を
阻
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
法
文
化
の
革
命
的
な
変
化
と
い
う
の
は
、
常
に
良
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好
な
文
化
的
土
壌
、
文
化
的
背
景
の
上
に
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
上
述
し

た
よ
う
な
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
文
化
の
草
命
的
変
化
、
お
よ
び
そ

れ
に
先
行
す
る
法
意
識
の
変
化
と
い
う
の
は
、
一
六
世
紀
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

が
形
成
し
た
肥
沃
な
文
化
土
壌
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

が
作
り
出
し
た
文
化
背
景
が
な
け
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア

法
思
想
の
担
い
手
た
ち
が
き
っ
と
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
法
文
化
に
革
命
的
変
化
が
起
き
る
に

は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
経
済
発
展
を
促
し
、
経
済
シ

ス
テ
ム
の
変
革
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
経
済
建
設

を
中
国
の
基
本
任
務
と
す
る
こ
と
に
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る
し
、
経
済

シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
行
に
も
大
い
に
賛
成
の
芦
を
上
げ
る
。
第
二
に
、
法

学
者
は
自
ら
率
先
し
て
法
意
識
の
変
革
を
唱
え
る
必
要
が
あ
り
、
併
せ
て

先
進
的
な
法
意
識
を
大
き
な
法
思
考
の
潮
流
へ
と
発
展
さ
せ
る
努
力
を
す

る
こ
と
で
、
最
も
広
範
な
人
民
大
衆
を
啓
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本

の
法
学
界
は
八

0
年
代
以
来
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
大
い
に
進
め
て
き

た
。
中
国
の
法
学
界
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
の
先
進
的
法
意
識

の
普
及
へ
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
面
で
は
従
来
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
お

り
、
今
す
ぐ
立
ち
上
が
っ
て
社
会
改
革
に
身
を
投
じ
、
社
会
主
義
法
制
建

設
実
現
の
作
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
室
に
こ
も
っ
て
誰

に
も
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
「
絶
唱
」
の
た
め
に
、
尊
く
、
限
り
あ
る
命

を
消
耗
す
る
よ
う
な
こ
と
が
「
楽
し
い
こ
と
」
だ
と
考
え
る
よ
う
な
時
代

が
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
正
真
正
銘
の
中
華
文
化
復
興

運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
一
言
う
復
興
と
は
、
も
ち
ろ

ん
過
去
の
繰
り
返
し
の
こ
と
で
は
な
い
。
封
建
文
化
の
残
淳
の
根
絶
を
基

礎
に
、
文
化
建
設
の
ピ

l
ク
を
盛
り
上
げ
て
中
華
新
文
化
を
打
ち
立
て
、

か
つ
で
あ
っ
た
よ
う
な
中
華
文
化
の
繁
栄
を
再
現
し
、
中
華
文
化
の
威
風

を
再
興
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
併
せ
て
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
シ

ス
テ
ム
の
接
近
を
基
礎
に
、
市
場
経
済
方
式
に
よ
る
取
引
の
発
展
を
促
し
、

法
学
界
は
法
意
識
変
革
の
提
唱
に
励
み
、
文
化
的
基
礎
全
体
の
革
新
と
建

設
に
お
い
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
、
新
し
い
法
文
化
の
形
成
に
と
っ
て
必

須
の
肥
沃
な
文
化
的
土
壌
と
い
う
背
景
を
作
り
出
す
こ
と
こ
そ
、
最
終
的

に
東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
創
成
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
を
目
指
す
上
で
不

可
欠
の
前
提
な
の
で
あ
る
。

古
代
ロ

l
マ
法
文
化
の
変
遷
は
、
法
文
化
の
融
合
の
典
型
と
言
え
る
。

紀
元
前
四
六
二
年
、
ロ
ー
マ
の
平
民
護
民
官
が
成
文
法
の
編
纂
を
提
案
し

た
が
、
貴
族
の
反
対
に
あ
っ
た
。
平
民
に
よ
る
身
分
闘
争
を
経
て
、
紀
元

前
四
四
九
年
に
古
代
ロ

l
マ
初
の
成
文
法
で
あ
る
『
十
二
表
法
』
が
制
定
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キ，
中
治
4
a

さ
れ
た
。
こ
の
後
も
、
平
民
の
闘
争
は
続
き
、
紀
元
前
三
六
七
年
に
は
リ

キ
ニ
ウ
ス
|
セ
ク
ス
チ
ウ
ス
法
が
、
向
三
二
六
年
に
は
ポ
エ
テ
リ
ウ
ス
法

な
ど
の
法
が
制
定
さ
れ
、
平
民
が
執
政
官
や
そ
の
他
の
高
級
官
員
に
就
任

す
る
権
利
を
獲
得
し
た
。
紀
元
前
二
八
七
年
に
制
定
さ
れ
た
ホ
ル
テ
ン
シ

ウ
ス
法
は
、
平
民
会
を
完
全
に
立
法
権
を
備
え
た
機
関
と
定
め
た
。
こ
の

よ
う
に
二
世
紀
に
わ
た
る
闘
争
を
経
て
、
ロ
ー
マ
の
平
民
は
、
貴
族
と
の

間
で
法
の
下
の
平
等
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
一
世

紀
ま
で
、
ロ
ー
マ
法
の
主
な
特
徴
は
、
市
民
法
が
支
配
的
地
伎
を
町
占
め
て

い
た
こ
と
に
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
法
の
新
し
い
要
素
で
あ
る
万
民
法
も
徐
々

に
そ
の
芽
を
伸
ば
し
始
め
て
い
た
。
市
民
法
は
ロ

l
マ
公
民
に
適
用
さ
れ

る
だ
け
で
、
異
邦
人
は
法
の
保
護
か
ら
排
除
さ
れ
、
例
え
自
由
民
で
あ
っ

て
も
市
民
法
に
定
め
ら
れ
た
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

商
業
の
発
展
と
ロ

l
マ
の
支
配
地
域
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
ロ
ー
マ
公
民
と

異
邦
人
、
被
支
配
地
域
の
住
民
の
別
に
よ
っ
て
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
の

矛
盾
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
内
部
問
題
と
ロ

l
マ
公
民

間
の
権
利
義
務
関
係
を
解
決
す
る
た
め
、
紀
元
前
三
世
紀
に
万
民
法
が
生

ま
れ
た
。
「
万
民
法
」
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
各
民
族
共
通
」
の
法

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
万
民
法
の
源
泉
は
、
一
つ
は
ロ

l
マ
固
有
の
一
私

法
」
規
範
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ロ

l
マ
人
と
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
他
民
族
の
規
範
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
も
に
、
財
産
関
係
の
規
律
に
適
用

資

さ
れ
た
。
家
庭
関
係
、
婚
姻
関
係
、
相
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
市
民
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
。
万
民
法
の
体
系
は
市
民
法
に
比
べ
て
、

よ
り
整
備
さ
れ
て
い
て
、
よ
り
柔
軟
性
を
備
え
て
お
り
、
ロ
ー
マ
奴
隷
制

経
済
の
発
展
と
支
配
階
級
の
利
益
に
、
よ
り
適
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
判
官
は
万
民
法
の
原
則
を
市
民
法
に
も
拡

げ
て
適
用
す
る
こ
と
が
常
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
異
邦
人
が
公
民
権
を
獲

得
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
二
つ
の
法
体
系
は
徐
々
に
同
化
し
て
い
き
、

ユ
ス
テ
イ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
期
に
大
臣
の
指
揮
の
下
、
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス

法
』
が
編
纂
さ
れ
、
万
民
法
体
系
と
市
民
法
体
系
は
つ
い
に
統
一
さ
れ
、

同
時
に
ロ

l
マ
人
と
異
邦
人
の
法
文
化
の
融
合
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
国
の
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
も
、
法
文
化
融
合
の
典
型
的
な
事
例
が

見
ら
れ
る
。
北
朝
の
貌
は
、
コ
一
八
六
年
、
鮮
卑
族
の
首
領
拓
政
珪
が
打
ち

立
て
た
も
の
で
あ
る
。
北
貌
に
は
中
原
を
支
配
す
る
以
前
、
文
字
も
な
け

れ
ば
、
法
も
な
か
っ
た
。
「
法
と
い
う
ル

l
ル
は
な
く
、
す
べ
て
は
口
約

束
で
、
刑
法
の
よ
う
な
法
も
な
い
か
ら
、
犯
罪
者
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
審

判
さ
れ
た
(
決
辞
訟
、
以
言
語
約
束
、
刻
契
記
事
、
無
図
圏
考
訊
之
法
、

(
9
)
 

諸
犯
罪
者
、
皆
臨
時
決
遺
)
」
。
中
原
を
支
配
し
て
以
降
、
鮮
卑
の
支
配
者

は
統
治
手
段
と
し
て
法
の
運
用
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
『
北
貌
律
』
が
制
定
さ
れ
た
。
「
北
貌
律
』
は
、
主
に
漢
律
を
継

承
し
て
お
り
、
そ
れ
に
貌
晋
、
南
朝
の
法
を
島
酌
し
て
制
定
さ
れ
た
。
異
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民
族
支
配
と
い
う
特
性
と
社
会
の
急
変
に
対
応
す
る
た
め
、
北
貌
の
太
祖

か
ら
数
え
て
、
『
北
貌
律
』
は
九
度
の
改
編
が
行
わ
れ
て
い
る
。
『
北
貌
律
』

に
は
漢
律
の
精
神
が
浸
透
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
「
不
道
」
、
「
詐
欺
」
は

厳
罰
と
す
る
な
ど
の
点
が
み
ら
れ
る
。
有
名
な
歴
史
学
の
泰
斗
、
陳
寅
惜

は
『
陪
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
貌

刑
律
実
は
、
中
原
士
族
に
伝
わ
っ
て
い
た
渓
学
、
河
西
で
発
展
し
た
貌
晋

文
化
、
そ
し
て
西
晋
以
来
の
律
学
を
取
り
こ
ん
で
、
当
時
の
法
の
集
大
成

と
も
言
、
つ
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
:
:
:
北
貌
期
の
法
を
総
合
的
に
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
だ
し
、
そ
れ
を
吸
収
し
て

い
く
過
程
は
偶
然
の
出
来
事
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
」
。
陳
寅
悟

は
、
当
時
の
鮮
卑
と
中
原
士
族
の
法
文
化
の
融
合
を
非
常
に
う
ま
く
概
説

し
て
い
る
。

東アジア文化と近代法(15)

国
内
外
の
典
型
的
な
法
文
化
融
合
の
例
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。

そ
の
一
つ
目
は
、
法
文
化
の
融
合
は
、
よ
り
先
進
的
な
法
文
化
へ
と
向

か
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
ロ

l
マ
に
お
い
て
、
支
配
層
に
あ
っ
た

の
は
ロ

l
マ
貴
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
民
は
闘
争
に
よ
っ
て
法
の
下

に
お
い
て
平
等
な
権
利
を
勝
ち
取
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
支
配
権
は
ロ

l
マ

人
に
あ
り
、
異
邦
人
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
異
邦
人
の
法
文
化
が
ロ
ー

マ
人
の
法
文
化
と
融
合
す
る
過
程
に
お
い
て
、
「
万
民
法
」
に
象
徴
さ
れ

る
異
邦
人
法
文
化
は
、
主
導
的
な
作
用
を
発
揮
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁

判
官
が
「
万
民
法
」
の
原
則
を
「
市
民
法
」
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
一
般

化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
北
貌
に
お
い
て
、
絶
対
的
な
支
配
層

で
あ
っ
た
鮮
卑
族
で
あ
る
が
、
そ
の
法
文
化
は
渓
族
の
法
文
化
に
「
闘
わ

ず
し
て
敗
れ
」
、
「
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
」
し
ま
っ
た
。
中
国
古
代
史
に
お

い
て
、
異
民
族
が
中
原
に
侵
入
し
、
最
終
的
に
支
配
者
と
な
っ
た
と
い
う

史
実
は
幾
多
と
な
く
あ
り
、
元
朝
、
清
朝
の
成
立
も
こ
う
し
た
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、
満
州
族
の
法
丈
化
は
、
漢
族
法
文
化
と
完
全
に

融
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
の
漢
族
法
丈
化
が
侵
入

支
配
民
族
の
法
文
化
と
比
べ
て
、
先
進
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

現
代
の
世
界
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
現
代
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
ど
の

法
文
化
が
先
進
的
な
法
文
化
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
、
目
、
韓
一
二
ヶ
国
の

法
文
化
の
う
ち
一
つ
を
選
ぴ
、
そ
れ
を
「
先
進
的
法
文
化
」
と
し
て
認
め
、

他
の
二
国
の
手
本
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
、
現
在

の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も

そ
う
し
た
例
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
う
し
た
事

実
を
無
視
し
て
良
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
各
国
、
ま

ず
中
、
日
、
韓
の
各
国
が
、
自
国
の
法
文
化
の
研
究
を
進
め
、
そ
の
特
徴

と
長
所
を
ま
と
め
た
上
で
、
比
較
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
基
礎
の
上
に
、
各
国
法
文
化
の
長
所
を
取
り
上
げ
、
研
究
者
が
解
明
し
、

北法54(6・281)2293 
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提
唱
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
各
国
共
通
の
法
文
化
と
い
う
も

の
が
徐
々
に
形
作
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
実
現
に
は
、

大
変
な
粘
り
強
さ
が
必
要
で
あ
る
。

一
一
つ
自
の
示
唆
は
、
法
文
化
融
合
の
漸
進
性
で
あ
る
。
古
代
ロ

l
マ
に

お
け
る
異
邦
人
と
ロ

l
マ
人
の
法
文
化
融
合
が
、
仮
に
「
万
民
法
」
の
誕

生
か
ら
『
ユ
ス
テ
イ
ニ
ア
ヌ
ス
法
』
編
纂
ま
で
だ
と
す
れ
ば
、
実
に
八
つ

の
世
紀
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
鮮
卑
の
拓
政
珪
が
北
貌
政
権
を
興
し
た
後
-

「
北
貌
律
』
は
九
度
の
改
編
を
経
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
法
文
化
融
合

の
漸
進
性
を
示
す
実
例
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
法
丈
化
の

融
合
は
、
突
発
的
に
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
漸
進
性
と
緩
慢
性
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
と
異

邦
人
の
法
文
化
融
合
に
は
八

O
O
年
の
時
が
流
れ
た
。
確
か
に
相
当
長
い

過
程
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
他
多
く
の
要
素
が
「
絡
み
あ
っ

て
」
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
り
、
法
文
化
の
違
い
だ
け
が
そ
の
原
因
な
の
で

は
決
し
て
な
い
。
も
し
も
、
法
文
化
の
違
い
が
そ
の
融
合
の
過
程
に
お
い

て
、
必
ず
緩
慢
化
、
長
期
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
れ
ば
、
北
貌
、
元
朝
、

清
朝
に
お
け
る
短
期
で
の
法
文
化
融
合
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
の
融
合
も
、
や
は
り
漸
進
的
な
発
展
を
辿
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
交
流
を
促
進
し
、
虚
心
に
学
ぶ
こ
と
が
重

要
な
前
提
と
な
る
。
現
在
、
中
、
日
、
韓
三
ヶ
国
の
法
学
研
究
者
は
良
好

資

な
協
力
関
係
を
築
き
始
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
は
非
常
に
緊
密
で
、
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
東
ア
ジ
ア
の
法
丈
化
融
合
の
未
来
は
明
る
い
と

感
じ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
漸
進
性
は
緩
慢
性
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

こ
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
機
会
を
得
た
ら
精
一

杯
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
、
い
ま
こ
の
こ
と
を
非
常
に
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ゴヒJ去54(6・282)2294

三
つ
自
の
示
唆
は
、
法
文
化
融
合
に
お
け
る
法
の
先
行
性
で
あ
る
。
法

文
化
の
融
合
は
、
法
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
融
合
で
あ
り
、
法
文
化
の

一
要
素
、
あ
る
い
は
少
数
の
要
素
の
融
合
で
は
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
要
素
が
融
合
し
て
い
く
中
で
、
法
の
制
定
は
常
に
中
心
的
地
位
を
占
め

て
お
り
、
し
か
も
先
行
性
を
有
し
て
い
る
。
元
朝
初
年
、
清
朝
初
年
に
お

い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
王
公
、
八
旗
の
子
弟
ら
の
多
く
が
法
の
拘
束
を
拒
絶
す

る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
法
の
制
定
、
発
布
が
先
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
う
し
た
「
騒
動
」
は
徐
々
に
下
火
に
な
っ
て
い
き
、
最
終
的

に
は
法
意
識
や
そ
の
他
の
面
に
お
い
て
も
全
面
的
な
「
同
化
」
、
つ
ま
り

融
合
が
達
成
さ
れ
た
。
元
、
清
の
成
立
後
、
モ
ン
ゴ
ル
族
貴
族
、
満
州
族

貴
族
の
中
に
は
漢
族
の
儒
家
に
教
え
を
請
い
、
「
礼
法
を
学
ぶ
」
と
い
う

現
象
が
現
れ
、
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
律
学
も
漢
族
法
文
化
に
組
み
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
の
制
定
が
先
行
し
な
け
れ
ば
、
法
文
化
の
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融
合
は
生
じ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
失
い
、
融
合
の
基
礎

を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
私
た
ち
は
法
文
化
の
理

論
問
題
の
研
究
に
つ
い
て
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
る
一
方
で
、
あ
れ
こ
れ

と
た
く
さ
ん
あ
る
具
体
的
な
法
律
に
つ
い
て
、
共
通
認
識
の
醸
成
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
法
制
を
以
っ
て
法
意
識
や
法

文
化
の
接
近
、
融
合
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

法
文
化
の
融
合
に
お
け
る
法
の
先
行
性
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
政
治
力
が

法
文
化
融
合
を
保
証
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
の
先
行

に
は
、
政
権
の
安
定
と
い
う
基
礎
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が

国
際
関
係
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
各
国
聞
の
相
互
信
頼
、
誠
意
あ
る
協
力
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
際
間
に
問
題
が
生
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
戦

争
を
し
て
争
う
な
ど
と
い
う
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
と
い
う
の
は
歴
然
と

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
法
文
化
の
融
合
な
ど
話
題
に
も
な

ら
な
い
。
中
、
日
、
韓
の
法
学
者
に
共
通
す
る
責
任
は
、
国
際
平
和
の
発

展
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
や
る
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
が
、
中
で
も
こ
れ
を
い
ち
ば
ん
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

平
和
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
国
民
の
幸
福
の
線
本
で
あ
り
、
法
文
化
の
融
合
、

共
通
法
系
確
立
の
根
本
な
の
で
あ
る
。

四

法
文
化
の
衝
突
と
法
文
化
の
融
合
は
、
二
種
の
異
な
る
法
文
化
に
よ
る

相
互
作
用
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
終
局
状
態
な
の
で
あ
る
。
前
者
で
あ
っ

て
も
後
者
で
あ
っ
て
も
、
先
進
的
な
人
々
は
積
極
的
に
革
命
的
態
度
を

も
っ
て
、
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
外
来
の
法
文
化
が
先
進
的
な
も

の
で
あ
る
の
な
ら
、
自
己
革
命
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す

る
の
で
あ
り
、
も
し
後
進
的
な
も
の
な
ら
、
革
命
を
も
っ
て
、
消
し
去
ろ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。

法
文
化
の
衝
突
や
法
文
化
の
融
合
と
は
異
な
り
、
法
文
化
の
創
新
に
つ

い
て
特
に
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
異
な
る
二
種
の
法
文

化
の
対
立
が
発
生
し
て
い
な
い
情
況
下
に
お
け
る
法
文
化
の
発
展
だ
か
ら

で
あ
る
。
法
文
化
の
衝
突
と
法
文
化
の
融
合
は
、
歴
史
が
発
展
、
展
開
す

る
あ
る
特
定
の
時
期
に
だ
け
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
世
界
各
国
の
歴
史
に

お
い
て
、
そ
の
大
部
分
の
時
期
は
、
自
国
法
文
化
の
穏
や
か
で
緩
や
か
な

発
展
の
過
程
で
あ
る
。
二
千
年
に
及
ぶ
中
国
封
建
社
会
の
歴
史
の
中
で
、

そ
こ
に
異
民
族
侵
入
期
は
含
ま
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
二
千
年
は
基
本
的

に
儒
教
法
丈
化
を
核
と
す
る
漢
民
族
法
文
化
の
発
展
の
歴
史
で
あ
る
の
だ

が
、
中
国
法
文
化
は
特
に
重
大
な
変
化
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
停
滞
に
近
い

状
態
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
若
干
の
進
歩
は
あ
る
が
、
法
意
識
は
も
と
よ

り
、
法
制
度
や
そ
の
他
法
文
化
の
要
素
に
お
い
て
も
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

鰯
牛
が
塀
を
上
る
が
如
く
、
一
進
一
退
を
く
り
返
し
な
が
ら
前
進
し
て
き

北法54(6・283)2295
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た
。
祖
先
の
「
輝
か
し
い
業
績
」
の
問
を
縫
っ
て
続
い
て
き
た
「
中
庸
思

想
」
と
惰
性
と
い
う
遺
物
は
、
い
ま
も
っ
て
な
お
中
国
人
の
精
神
を
蝕
ん

で
い
る
。
毛
沢
東
は
か
つ
て
、
「
一
万
年
な
ん
ぞ
長
す
ぎ
る
、
今
を
争
わ

ね
ば
な
ら
な
い
(
一
万
年
太
久
、
只
争
朝
夕
)
」
と
い
う
偉
大
な
呼
び
か

け
を
行
な
っ
た
が
、
反
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
中
国
は
ま
る
で
巨
大
な

貨
物
船
の
よ
う
な
も
の
で
、
「
千
の
帆
船
が
先
を
争
い
、
万
の
大
船
が
流

れ
を
い
く
」
狭
い
川
の
上
を
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
欧
米

や
日
本
が
先
頭
を
進
み
、
「
Z
H
開
∞
諸
国
」
は
そ
れ
に
迫
ら
ん
と
し
て
い
る

中
、
ま
た
「
〉
臼
聞
い
戸
Z
諸
国
」
も
猛
追
し
て
い
る
。
今
な
ら
毛
沢
東
の
話

は
「
百
年
な
ん
ぞ
:
:
:
」
と
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
改
革
を
急
ぎ
、
科
学
技
術
の
発
展

に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
で
経
済
建
設
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
と
り
わ
け

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
法
文
化
の
創
新
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
‘

共
通
の
法
系
を
模
索
す
る
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
の
発
展
に
お
い
て
も
、

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
貝
リ
は
発
展
し
て
、
面
白
」
と
な
っ
た
。
北
米

の
Z
〉
34〉
は
、
ま
だ
最
終
的
な
連
合
形
成
に
は
至
つ
て
な
い
が
、
歴
史

的
に
関
係
が
深
い
地
域
で
あ
る
の
で
、
北
米
は
す
で
に
「
同
盟
な
き
同
盟
」

を
結
ん
で
い
る
状
態
で
、
北
米
法
系
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
以
前
か
ら
・
客
観

的
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
る
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国
は
二
度
の
大
戦
に
お

い
て
互
い
が
敵
同
士
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
協
力
し
て
発
展
を
目
指

資

し
、
と
も
に
進
む
と
い
う
機
会
を
な
か
な
か
っ
か
め
な
い
で
き
た
。
世
界

経
済
一
体
化
の
波
が
席
巻
す
る
新
世
紀
に
あ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
各
国
も
「
一

百
年
太
久
、
只
争
朝
夕
」
の
精
神
を
以
っ
て
緊
密
に
協
力
し
あ
い
、
奮
起

す
る
こ
と
で
世
界
の
流
れ
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
文
化
創
新
を
求
め
る
こ
と
は
、
積
極
的
に
先
進
的
法
文
化
を
導
入
す

る
こ
と
で
あ
る
。
先
進
的
法
文
化
を
導
き
の
系
と
し
て
、
自
国
の
国
情
を

考
慮
し
な
が
ら
細
部
を
検
討
し
、
鋭
意
革
新
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
外
国
の
法
文
化
に
対
す
る
批
判
・
参
照
と
学
習
・
継

承
の
弁
証
法
的
関
係
を
き
ち
ん
と
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
人
類
の
法
文

化
発
展
の
歴
史
は
、
特
定
の
国
や
特
定
の
階
級
の
「
専
売
特
許
」
で
は
な

く
、
人
類
の
共
同
努
力
に
よ
る
創
造
物
で
あ
り
、
苦
難
を
乗
り
越
え
手
に

入
れ
た
全
人
類
の
叡
智
の
結
日
間
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
評
価
を

行
な
っ
た
上
で
、
こ
れ
を
参
照
し
、
学
び
、
導
入
す
る
と
い
う
手
順
を
踏

む
こ
と
で
、
自
国
法
文
化
の
確
立
へ
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
創
新
と
い
っ
て
も
、
廃
嘘
の
上
に
展
開
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

旧
文
化
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
に
こ
そ
新
し
い
法
文
化
の
発
展
が
あ
る

の
で
あ
る
。
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法
文
化
の
創
新
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
量
的
変
化
と
質
的
変
化
の
弁
証

法
的
関
係
に
も
き
ち
ん
と
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
創
新
と
簡
単
に
言
う

こ
と
は
で
き
る
が
、
す
ぐ
に
ど
こ
か
ら
か
新
し
い
法
文
化
を
呼
び
寄
せ
る
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こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
関
係
す
る
膨
大
な
積
み
上
げ
作

業
を
き
ち
ん
と
行
な
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
、

礎
あ
っ
て
の
高
楼
」
の
言
葉
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
積
み
上
げ
作
業
が
あ
っ

て
初
め
て
、
量
的
変
化
か
ら
質
的
変
化
へ
と
飛
躍
す
る
と
き
が
あ
る
の
で

(
刊
)

あ
る
。
鄭
成
良
の
「
論
法
律
文
化
的
要
素
輿
結
構
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、

彼
は
伝
統
的
文
化
と
現
代
法
文
化
の
質
的
違
い
を
丁
寧
に
説
明
し
、
こ
う

し
た
異
な
る
二
種
の
法
文
化
を
生
み
出
す
五
つ
の
変
数
を
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
五
つ
と
は
、
第
一
に
、
身
分
的
特
徴
と
能
力
的
特
徴
、
第
二
に
、
特

殊
性
と
普
遍
性
、
第
三
一
に
、
評
価
標
準
と
情
感
標
準
、
第
四
に
、
は
っ
き

り
と
し
な
い
抽
象
的
な
期
待
と
は
っ
き
り
と
し
た
具
体
的
な
期
待
、
第
五

に
、
集
団
志
向
と
個
人
志
向
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他
に
も
法
文
化

の
相
違
を
生
み
出
す
変
数
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
数
は
す
べ

て
同
じ
よ
う
に
法
文
化
の
創
新
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
変
数
か
ら
研
究
を
始
め
、
私
た
ち
が
各
々
努
力
を
惜
し
ま
な
け

れ
ば
、
法
文
化
は
量
的
変
化
と
そ
の
蓄
積
を
経
て
、
新
た
な
質
的
飛
躍
へ

と
変
化
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
法
学
者
が
い
さ
さ
か
も
お
、
ざ
な
り
に

し
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

以
上
が
法
文
化
に
関
す
る
一
般
論
で
あ
る
。
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
東
ア
ジ
ア
法
制
の
確
立
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
形
成
へ
の
道
の
り
は

ま
だ
ま
だ
遠
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
私
た
ち
は
少
し
差
し
迫
つ

た
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
東

ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
創
新
へ
向
け
て
共
通
し
て
立
つ
べ
き
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
具
体
的
課
題
と
課
題
達
成

の
道
す
じ
な
ど
の
問
題
で
あ
る
。

五

私
が
思
、
つ
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
創
新
に
あ
た
っ
て
、
共
通
す

る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
は
、
次
の
「
ア
ン
チ
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、a

コ

λ
ノ
品
川
村

一
つ
目
は
ア
ン
チ
西
洋
中
心
主
義
で
あ
る
。

西
洋
中
心
主
義
(
欧
州
中
心
主
義
)
は
、
ま
ず
西
洋
諸
国
の
経
済
が
急

速
に
発
展
し
、
植
民
地
主
義
の
横
行
に
随
っ
て
、
世
界
中
に
拡
散
し
た
。

日
本
の
研
究
者
千
葉
正
士
は
、

C
・
E
-
ブ
ラ
ッ
ク
を
引
用
し
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。
西
洋
中
心
主
義
と
は
、
「
一
種
の
強
烈
な
人
種
中
心

の
観
点
で
あ
り
、
西
欧
人
と
英
語
圏
の
民
族
が
発
達
さ
せ
て
き
た
生
活
様

式
が
主
導
的
な
生
活
様
式
だ
と
基
本
的
に
考
え
て
お
り
」
、
「
こ
の
よ
う
な

西
洋
化
と
相
通
じ
る
歴
史
解
釈
が
:
:
:
ア
メ
リ
カ
の
学
界
で
は
い
ま
だ
に

(
日
)

支
配
的
で
あ
る
」
。
法
と
法
学
に
お
け
る
西
洋
中
心
主
義
と
は
、
ア
メ
リ

カ
法
や
コ
モ
ン
・
ロ

I
を
模
範
、
標
準
と
し
、
そ
れ
ら
を
「
正
統
」
と
考

ま
ず
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え
て
、
「
モ
デ
ル
と
し
て
輸
出
」
し
よ
う
と
す
る
。
「
第
二
次
大
戦
」
後
の

日
本
は
西
洋
中
心
主
義
の
影
響
を
深
く
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
批
判

さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
も
「
文
革
」
後
、
「
依
る
べ
き
法

が
き
ち
ん
と
あ
る
」
法
治
社
会
の
建
設
が
急
務
と
な
り
、
「
無
法
無
天
」

と
い
う
悪
夢
の
よ
う
な
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を
渇
望
し
た
。
大
勢

の
学
生
が
遠
く
海
を
越
え
て
西
洋
の
法
制
度
を
学
び
、
帰
国
後
は
当
然
の

よ
う
に
西
洋
の
法
や
法
制
度
を
参
考
に
、
と
き
に
は
「
移
植
」
を
旨
と
す

る
よ
う
に
な
り
、
何
に
つ
い
て
も
「
×
×
国
で
は
:
:
:
」
と
一
言
う
こ
と
は

(
門
川
」

珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
の
「
法
帝
国
主
義
」

を
軽
々
し
く
信
じ
、
盲
目
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
は
、
中
国
が
法
治
建

設
の
正
し
い
道
を
進
め
る
と
は
思
え
な
い
。
現
在
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
そ
し
て
な
ん
と
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
中
に
も
、

西
洋
中
心
主
義
を
批
判
す
る
動
き
が
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
各
国
も
現
実
に

あ
っ
た
共
通
法
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
確
立
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
法
に

お
け
る
西
洋
中
心
主
義
に
反
対
し
、
そ
れ
を
私
た
ち
の
法
意
識
、
法
律
観

か
ら
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
法
文
化
の
現
状
を
研
究
す
る
必
要

が
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
法
文
化
史
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
私
た

ち
は
西
洋
国
家
の
法
や
法
学
か
ら
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
、
参
考
と
す
る

こ
と
に
反
対
す
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
人
類
の
精

資

神
文
明
の
宝
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
真
理
で
あ
る
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
魁
断
が
大
き
く
、
現
実
、
歴
史
を
ま
っ
た
く
顧
み

な
い
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
西
洋
の
馬
は
前
だ
け
し
か
見
な
い
と
一
言
う
の
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だ
ろ
、
っ
か
。

二
つ
目
は
ア
ン
チ
国
家
中
心
主
義
で
あ
る
。

国
家
中
心
主
義
の
歴
史
は
長
く
、
伝
統
的
法
制
度
の
中
に
は
そ
れ
を
生

命
線
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
の
伝
統
、
と
り
わ
け
中
国
の
法
文
化
の
伝
統

を
見
て
み
る
と
、
義
務
重
視
、
権
利
軽
視
と
い
っ
た
義
務
本
位
の
欠
点
、

人
治
重
視
、
法
治
軽
視
と
い
っ
た
人
治
本
位
の
欠
点
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

ど
れ
も
国
家
中
心
主
義
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。
古
代
中
国
に
は
、

儒
家
、
墨
家
、
道
家
、
法
家
、
陰
陽
五
行
家
、
お
よ
び
雑
家
、
心
学
家
、

性
学
家
な
ど
の
思
想
流
派
が
現
れ
、
互
い
に
論
争
し
、
鋭
い
対
立
が
あ
り
、

特
に
儒
家
と
法
家
の
対
立
は
激
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
よ
く
見
て
み
る
と
、

道
家
が
「
清
静
無
為
(
心
静
か
に
何
事
も
自
然
に
任
せ
る
)
」
を
唱
え
た

の
を
除
い
て
は
、
各
家
各
派
と
も
皇
権
を
至
高
無
上
の
も
の
と
し
た
の
が

特
徴
で
あ
る
。
儒
家
と
法
家
の
両
派
は
事
あ
る
ご
と
に
対
立
し
て
は
い
た

が
、
皇
帝
を
崇
め
て
、
立
法
、
司
法
、
行
政
、
財
政
、
軍
政
の
大
権
を
一

手
に
掌
握
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
両
者
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
。
儒
家
、
法
家
の
信
奉
者
は
い
つ
の
時
代
も
こ
の
よ
う



で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
国
家
中
心
主
義
を
そ
の
極
致
に
ま
で
高
め
た
と
言

え
る
。
国
家
と
皇
帝
を
同
一
視
す
る
な
ど
、
国
家
中
心
主
義
が
持
つ
集
権

的
本
質
と
非
人
道
的
本
質
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

も
の
に
も
長
所
は
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
中
心
主
義
が
い
く
ら
人
心
を
惑
わ

す
美
辞
麗
句
を
以
っ
て
繕
っ
て
も
、
た
ち
ま
ち
に
自
ら
破
綻
を
来
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
自
主
権
中
心
主
義
に
対
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
国
家
中
心
主
義
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
歴
史
は
、
人

類
解
放
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
法
の
本
質
は
、
人
権
、
人
格
の
尊
厳
、

公
民
の
生
命
財
産
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
法
に
お
い
て
国
家
中
心

主
義
に
反
対
し
、
法
を
人
民
の
も
の
と
さ
せ
、
法
は
人
権
を
擁
護
す
る
も

の
だ
と
意
識
さ
せ
、
人
権
擁
護
こ
そ
が
法
の
真
髄
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
る

こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
は
新
し
い
法
文
化
の
創
造
に
と
っ
て
本
質
的
な
役

割
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
に
は
、
法
を
道
具
と
み
な
す
、
法
道
具
主
義
に
も
反
対
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
類
は
、
法
を
道
具
と
見
誤
る
こ
と
で
起
き
る
悲
劇

を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
に
至
っ
て
も
、
そ
う
し
た
誤

り
は
い
ま
だ
に
蔓
延
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
面
に
対
す
る
日
本
の
法
学

者
の
見
識
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
学
者
が
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
は
、
惇
る
こ
と
な
く
明
治
維
新
以
来
一
五

O
年
に
及
ぶ
法
制
の
整
備

は
「
失
敗
だ
っ
た
」
と
言
う
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
一
五

O
年
来
の
日
本

の
法
制
整
備
が
、
法
道
具
、
王
義
の
下
、
進
め
ら
れ
、
し
か
も
こ
れ
は
今
も
っ

て
な
お
政
府
当
局
の
上
層
部
に
温
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
中
国

の
学
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
認
識
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
試
行

錯
誤
中
の
問
題
で
あ
り
、
法
道
具
主
義
脱
却
へ
の
努
力
は
、
現
在
と
今
後

の
法
治
建
設
に
正
し
い
価
値
選
択
を
促
す
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
認
識
は
、

法
道
具
主
義
の
実
体
は
国
家
中
心
主
義
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
い

る
。
両
者
は
、
人
権
、
人
格
の
尊
厳
、
国
民
の
福
祉
を
顧
み
な
い
、
と
い

う
点
で
悉
く
一
致
し
て
お
り
、
法
が
最
も
重
要
、
最
も
尊
い
も
の
と
し
て

擁
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
う
し
た
も
の
を
二
の
次
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
完
全
に
民
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
ば
か
り
か
、
法
の
本
質
と
も
か
け

離
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
ア
ン
チ
人
類
中
心
主
義
で
あ
る
。

人
類
は
確
か
に
地
球
上
で
最
も
高
度
な
智
慧
を
持
っ
て
お
り
、
自
己
の

利
益
や
福
祉
を
求
め
て
何
か
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

人
類
は
大
自
然
の
中
の
構
成
員
な
の
で
あ
り
、
人
類
だ
け
の
利
益
に
こ
だ

わ
り
「
自
然
と
人
と
の
調
和
」
を
軽
視
し
、
生
態
系
を
無
視
す
れ
ば
、
「
持

ち
上
げ
た
石
を
自
分
の
足
に
落
と
す
」
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
は
必
定
で

あ
る
。
今
日
、
人
類
が
有
す
る
科
学
技
術
力
は
人
類
に
比
類
の
な
い
巨
大

な
利
益
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
自
然
の
調
和
を
破
壊
し
、
連
鎖
を
乱
し
、

人
類
が
よ
っ
て
立
っ
て
い
る
根
本
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
間
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遠
い
は
な
い
。
他
方
、
私
た
ち
の
法
は
人
類
中
心
へ
と
向
か
う
傾
向
が
あ

り
、
人
類
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
顧
み
ず
、

至
る
と
こ
ろ
で
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
を
招
き
、
多
く
の
動
植
物
を
絶

滅
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
人
類
自
身
の
利
益
を
破
壊
し
て
い
る
の

に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
類
中
心
主
義
に
反
対
し
、
「
自

然
と
人
の
共
生
」
、
「
自
然
と
人
の
調
和
」
の
法
観
念
を
育
て
る
こ
と
を
重

視
す
る
こ
と
も
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
文
化
建
設
に
あ
っ
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
経
済
発
展
を
続
け
る
中
国

が
負
う
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
学
者
が
、
西
洋
中
心
主
義
、
国
家
中
心
主
義
お
よ

び
そ
の
変
種
で
あ
る
法
道
具
主
義
、
人
類
中
心
主
義
に
反
対
す
る
こ
と
を

重
視
す
る
な
ら
ば
、
東
ア
ジ
ア
法
文
化
の
創
新
へ
の
下
地
は
で
き
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
法
文
化
の
創
新
そ
の
も
の
で
は
あ
り

え
な
い
。
そ
の
創
新
の
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
法
文
化
創
新
の
具
体

的
内
容
、
創
新
達
成
へ
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

資

』よー・
/、

て
取私
りが
組思
まつ
なに

日ぎ
lまら
な二?
?各
な国
り法

I売
はの
創

民暫

EE 
にて

観さ
念し
のあ
T.'a. ..J-_・
1'JE 、
立つ

で
あ
り
、
「
法
権
を
民
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
体
制
、
シ
ス
テ
ム
、
法

制
の
確
立
で
あ
る
。
法
丈
化
創
新
を
達
成
す
る
方
法
も
こ
れ
ら
と
密
接
な

つ
な
が
り
を
持
つ
。

古
え
か
ら
今
ま
で
数
多
く
の
自
然
法
学
者
は
こ
れ
ま
で
皆
が
「
天
賦
人

権
」
を
信
奉
し
て
お
り
、
人
々
の
権
利
が
す
べ
て
「
自
然
権
」
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
漠
然
と
し
た
「
天
」
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

人
に
権
利
を
賦
与
す
る
の
か
。
「
自
然
」
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
「
自
然

権
」
と
は
何
物
と
も
つ
か
ぬ
ま
や
か
し
の
よ
う
で
あ
る
。
人
聞
が
持
つ
具

体
的
な
権
利
は
、
人
間
に
よ
っ
て
自
ら
附
与
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
民

賦
人
権
」
観
念
の
確
立
に
は
、
第
一
に
唯
物
主
義
に
基
づ
く
客
観
的
な
根

拠
が
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
弁
証
法
の
要
請
に
合
致
し
、
歴
史
的
、
具

体
的
な
時
代
情
況
に
基
づ
い
て
そ
の
具
体
的
な
権
利
内
容
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
三
に
、
人
権
の
由
来
が
「
民
賦
」
に
あ
る
と
い
う
特
徴
か

ら
、
民
衆
が
自
ら
の
権
利
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
弛
ま
ぬ
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努
力
を
促
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
国
家
機
関
の
立
法
権
や
、
司
法
権
、
行
政
権
、
さ
ら
に
は
財
政

権
、
軍
政
権
、
外
交
権
な
ど
の
設
定
と
行
使
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
憲

法
や
法
律
に
そ
の
定
め
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
法
権
」
や
上
述
の
よ

う
な
法
定
権
力
を
誰
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
権
力

が
濫
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
重
要
な
鍵
を
握
る
。
世
界
の
歴
史
を
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見
渡
せ
ば
、
奴
隷
社
会
、
封
建
社
会
は
言
う
に
及
ば
ず
、
例
え
「
自
由
民

主
の
楽
園
」
を
自
負
す
る
先
進
資
本
主
義
国
で
あ
っ
て
も
、
民
衆
が
実
質

的
に
国
家
大
権
を
握
り
、
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
な
ど
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
世
界
各
国
に
お
い
て
、
重
要
な
権
力
は
あ
る

程
度
、
「
民
意
が
反
映
さ
れ
る
機
関
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
っ

て
は
い
る
が
、
多
く
の
場
合
、
民
意
は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
民
衆
の
利
益
は

損
な
わ
れ
て
い
る
。
「
官
に
ゴ
マ
を
す
る
」
、
「
官
に
煽
び
る
」
と
い
っ
た

こ
と
は
、
世
界
中
に
お
い
て
日
常
茶
飯
事
で
あ
り
、
ご
く
当
た
り
前
の
「
奥

義
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
う
す
る
こ
と
が
「
自
己
の
利
益
に
な
る
」
か

ら
な
の
で
あ
る
。
法
文
化
の
創
新
を
す
る
と
い
っ
て
も
、
「
官
に
よ
る
法

権
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
旧
弊
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
、
「
創
新
」

と
い
う
言
葉
も
ま
っ
た
く
そ
の
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
。
「
法
権
を
民
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
新
体
制
、
新
シ
ス
テ
ム
、
新
法
制
を
確
立
す
る
こ

と
が
、
法
文
化
創
新
の
大
き
な
目
的
な
の
で
あ
る
。

「
民
賦
人
権
」
と
「
法
権
を
民
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
こ
と
の
実
現

の
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
上
か
ら
下
へ
の
改
革
を
、
下
か
ら
上
へ
の

民
衆
運
動
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
運
動
が
市
民
社
会
を
作
り
、

市
民
運
動
を
通
じ
て
市
民
社
会
が
成
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
今
日
の
各

国
の
情
況
を
見
る
と
、
お
よ
そ
市
民
運
動
が
広
く
展
開
し
、
市
民
社
会
が

成
熟
し
て
い
る
地
域
で
は
、
民
意
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、

人
権
へ
の
意
識
も
高
く
、
民
衆
は
法
の
主
役
と
し
て
の
主
権
者
と
い
う
地

位
だ
け
で
な
く
、
法
の
下
の
平
等
と
い
っ
た
頼
れ
る
保
障
を
も
手
に
入
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
市
民
運
動
も
な
く
、
市
民
社
会
の
成
熟
が
遅

れ
て
い
る
地
域
で
は
、
民
意
は
蔑
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
人
権
は
身

近
に
意
識
さ
れ
ず
、
民
衆
は
法
の
主
権
者
と
は
言
っ
て
も
名
ば
か
り
で
、

こ
れ
で
は
法
の
下
の
平
等
も
画
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法

学
者
と
し
て
法
意
識
の
啓
発
と
更
新
を
そ
の
任
と
し
、
「
民
賦
人
権
」
観

念
の
解
明
と
発
展
に
努
力
し
、
「
法
権
を
民
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
新

体
制
、
新
シ
ス
テ
ム
、
新
法
制
の
確
立
に
力
を
注
ぐ
こ
と
は
、
ま
さ
に
私

た
ち
の
責
任
に
帰
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
な
ど
で
き

ご
、

O

J

h

d

b

 
東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
確
立
、
東
ア
ジ
ア
法
系
の
形
成
の
た
め
に
は
、
ま
っ

た
く
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
法
文
化
の
創
新
は
、

そ
う
し
た
新
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
見
つ
け
出
し
、
そ
こ
か
ら
進
む
べ
き
道

を
確
定
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
ア
ジ
ア
各
国
の
法
学
者
に

は
こ
の
方
面
に
お
い
て
、
「
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
待
っ
て
お
り
、
大
い

に
力
を
発
揮
す
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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半十

キ
主

(
l
)
『
中
外
法
学
』
一
九
八
九
年
第
五
期
、
五
三
頁
。

(
2
)
「
比
較
法
文
化
』
賀
衛
方
他
訳
、
三
聯
書
底
、
七
|
四
一
頁
。

(
3
)
『
法
の
一
般
理
論
』
、
二
二
O
二
二
三
頁
。

(
4
)
中
国
人
民
大
学
「
復
印
報
刊
資
料
法
学
』
一
九
八
九
年
第
一

O
期
、
二
三
二
四
頁
。

(
5
)
本
参
「
河
東
に
帰
る
祁
楽
を
送
る
」
「
唐
詩
別
裁
集
』
一
一
一
一
頁
。

(
6
)
『
毛
沢
東
選
集
』
人
民
出
版
社
、
一
九
六
六
年
版
。

(
7
)
『
社
会
学
研
究
』
一
九
八
九
年
第
二
期
、
一
一
五
一
一
一
一
一
良
。

(
8
)
こ
こ
で
は
さ
ら
に
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
「
衝
突
」

と
「
変
化
」
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
法
文
化
の
衝
突
」

と
「
法
文
化
の
変
化
(
あ
る
い
は
法
文
化
の
重
大
な
変
化
こ
も
異

な
る
概
念
で
あ
る
。
両
者
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
、
経

済
シ
ス
テ
ム
の
「
重
大
な
変
化
」
と
「
激
変
」
も
異
な
る
概
念
で

あ
り
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
本
稿
の
検
討
範
囲
を

超
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。

(
9
)
『
貌
書
・
刑
罰
志
』
。

(
叩
)
中
国
人
民
大
学
『
復
印
報
刊
資
料
法
学
』
一
九
八
九
年
第
一

O
期
、
一
一
一
一
一
|
三
二
頁
。

(
日
)
千
葉
正
土
『
法
律
多
元
』
強
世
功
他
訳
中
国
政
法
大
学
出
版

社
、
一
九
九
七
年
、
二
ハ
頁
。

(
ロ
)
毛
沢
東
「
改
造
我
例
的
学
習
」
『
毛
沢
東
選
集
第
二
巻
』
参
照

の
こ
と
。
毛
沢
東
は
こ
の
中
で
次
の
よ
う
に
批
判
を
し
て
い
る
。
「
マ

資

ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
の
学
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
く
が
、

諸
外
国
の
例
ば
か
り
を
あ
り
が
た
が
っ
て
唱
え
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
態
度
は
、
自
身
の
先
祖
に
対
し
て
申
し
わ
け
が
立
た
な
い

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
現
状
か
ら
真
撃

に
学
ぼ
う
と
す
る
空
気
は
薄
く
、
歴
史
を
真
撃
に
学
ぼ
う
と
す
る

空
気
も
薄
い
」
。

(
日
)
千
葉
正
土
は
前
掲
「
法
律
多
元
』
(
一
八
|
一
九
頁
)
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
「
mw
垣
お
口
町
四
回
・
仲
向
島
5
8
は
『
す
べ
て
の

法
制
度
が
:
:
:
適
用
可
能
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は

決
し
て
な
く
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
を
『
法
帝
国
主
義
』
の

提
唱
者
だ
と
早
く
か
ら
考
え
て
い
て
、
『
こ
う
し
た
見
方
は
、
体
系

立
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
言
い
得
て
妙
と
い
っ
た
感
が
あ
る
』
」
。

北法54(6・290)2302

※
訳
者
付
記

本
訳
稿
は
平
岡
伸
志
氏
(
当
時
、
北
海
道
大
学
法
学
部
生
)
が
作
成

し
た
下
訳
に
訳
者
が
補
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実

質
的
に
は
平
岡
氏
と
の
共
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。


